
恣意の空間と摂理の空間(その六)

-『序曲』第五巻の指笛の少年・覚え書き-

(―内と外と無限の空間-)

松下千吉

I

はじ釧こ『序曲』第五巻(T磁イ短血血,Ⅴ.389-422,1805mS.)の指笛の少年

の一節の略歴をたどっておくと,1798年晩秋から冬にかけてWordsworthが

ドイツのGoslarに滞在中にLucypoemsと前後して書かれ,翌1799年にUr一

月柁ああともいうべき二巻ものの草稿の一端として保留され,その翌年の1800

年にわ液扇風血癒第二版に収められ,その後1805年稿の『序曲』第五巻に組

み込まれ,さらに1815年の『二巻詩集』(jわ留別∫i乃ア紗0VbJ〟椚β∫)では"Poems

ofImagination"という最も重要な項目の冒頭に置かれている。こうした経緯

からみても,Wordsworthが終生きわめて大切に思っていた詩篇の一つであっ

たと言えよう。

TherewasaBoy;yeknewhirnwell,yeCliff岳

AndislandsofWinander!*一manyatime,

Atevening,Whenthestarshadjustbegun

Tomovealongtheedgesofthehills,

Risingorsetting,WOuldhestandalone

Beneaththetrees,OrbytheglimmeringLake,

Andthere,withfingersinterwoven,bothhands
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Press'dcloselypalmtopalm,andtohismouth

Uplifted,he,aSthroughaninstrument,

BlewmimichootingstothesilentowIs

Thattheymightanswerhim.-Andtheywouldshout

Acrossthewat'ryVale,andshoutagain,

Responsivetohiscall,withquiveringpeals,

Andlonghalloos,andscreams,andechoesloud

Redoubledandredoubled;COnCOurSeWild

Ofmirthandjocunddin!Andwhenitchanced

Thatpausesofdeepsilencemock'dhisskill,

Thensometimes,inthatsilence,Whilehehung

Listenlng,agentleshockofmildsurprise

Hascarriedfarintohisheartthevoice

Ofmountaintorrents;Orthevisiblescence

Wouldenterunawaresintohismind

Withallitssolemnimagery,itsrocks,

Itswoods,andthatuncertainHeavenreceived

IntothebosomofthesteadyLake.

ThisBoywastakenfromhismates,anddied

Inchildhood,erehewasfulltenyearsold.

-Fairarethewoods,andbeauteousisthespot,

TheValewherehewasborn;theChurchyardhangs

UponaSlopeabovetheVillageSchool,

Andthere,alongthatbank,WhenIhavepass'd

Atevenlng,Ibelievethatoftentimes

AfullhalfThourtogetherIhavestood

Mute-lookingattheGraveinwhichhelies:怨

(*Winander=Windermere)(389-422)

一人の少年があった。ウインダミア湖の断崖よ,

島々よ,そなた達は彼をよく知っていた!
たそが末

幾たびとなく黄昏どきに,いち早く星々が
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は

周りの山の端ぞいに,昇り,はた沈みつつ,

見えはじめる頃,彼はいつもただ独り,木立の下に,

また,ほの光る湖のほとりに,仔んでいた。

そうして,両手の指を組み合わせ,

両の掌をぴったり寄せ合って口元に挙げ,

笛でも吹き鳴らすように,ホウホウと

吹き鳴らしては,沈黙するフクPウの応答を待った。

すると,少年の呼び声に答えて,フクロウたちは,

湖水の彼方の谷あいから,叫び返し,

二度,三度と,鳴き返すのだった-

ゆらぎ震える声,ながく伸びる声,甲高い叫び,
こだまこだま

そして,高らかな反響は反響を呼び,
とよ

にぎやかな応答のすさまじい響もし。やがて,
しは

少年の技をあざむき挫くように,暫しの深い沈黙が訪れる

ときおり,そうした沈黙のさなか,少年がじいっと

耳を澄ますと,穏やかな驚きの優しい衝撃とともに,

ほとばしる谷川の水音が少年の心の蓬か奥深くに

さあっと運びこまれる,また,眼に見える光景が,

その荘厳な万象とともに,不意に,

われ知らず彼の心の中に入ってくるのだ一

巌や,森や,はた,静まりかえる湖水深くに映る

あの定かならぬ天空とともに。

この少年は十才にもならないうちに,

友達から引き離され,幼くして身まかった。
うる

彼が生まれ育った里は,森さやかなる美わしの谷。
かみて

教会の墓地が村の学校の上手の斜面に

懸かるようにしてあった。そして,

夕べなど,おりおり,私は,そのあたり

土手みちをゆく道すがら,よく

そこに半時間も仔んで,黙念と一

少年の横たわる墓を見守っていたものだった。
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ColeridgeはWordsworthからこの詩を受け取った時に「前半もさることな

がら,後半(11or16行目～)が一層気に入った‥‥‥とりわけ"thatuncertain

Heavenreceived/Intothebosomofthesteadylake"という詩行は,それがア

ラビアの砂漠で野放しになっているのに出会っても"Wordsworthだ"と即座

に私は叫んだだろう」と書き送っている。②

Wordsworth自身は,後に1815年版『二巻詩集』の序文のなかで,自注とし

て「私自身の幼少期の意識体験の一つを参考に,内なる情感が,外なる出来事

と呼応して移り変わりつつ,音や光景のイメジを,想像力のこの世ならぬ土壌

(celestialsoil)に不滅のものとして(forimmortality)移し植える状況を描き出
とよ

してみた……少年はあの賑やかに響もす鳴き声が返ってくるのを,いくらか興

奮して心もとない懸念(restlessanxiety)と共に耳をすまして待っている。その

精神の緊張が緩みはじめる瞬間に,少年は不意に荘厳で心静まる形象(solemn

andtranquilizingimages)を驚きと共に感受するのだ」と述べている。③

少年は,自らの指笛の生み出す心はしゃぐ情景を楽しむうちに,その技の限

りを尽くしても応答が途絶えるという,ささやかな自負の挫折を味わい,その

挫折の不安・懸念という張りつめた情感がまさに緩もうとする瞬間に,穏やか
たそがれ

な驚きの情感と共に,黄昏の森羅万象の音と光景が,不意に,そして一挙に心

の奥深くに侵入してくるという,一種の啓示(revelation)を体験するわけであ

る。23行目の"Withallitsimagery"のあとの個々の事象の中に特に挙げられ

てはいないが,冒頭の詩行に見える山々の彼方の星々もその一つであることは

いうまでもない。

啓示と言ったが,それは「穏やかな驚きの衝撃」という言葉はもとより,

"unawares"「不意に,我知らず」という一語にもよく現れている。この言葉は

風邪血娩朋朗止血鈍如彿短彫(1802)の中で,詩人が荒野で老いの極みの蛭取り

の老人に,あたかも「恩寵か天啓のように」出会う情景でも用いられていて,

いずれも忘れ難い印象を与えるのである。
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Now,Whetheritwerebypeculiargrace,

Aleadingfromabove,aSOmethinggiven,

Yetitbefellthat,inthislonelyplace,

WhenIwiththeseuntowardthoughtshadstriven,

Besideapoolbaretotheeyeofheaven

IsawaManbeforemeunawares:

Theoldestmanheseemedthateverworegreyhairs.

●●●

SuchseemedthisMan,nOtallalivenordead,

Norallasleep-inhisextremeoldage:

Hisbodywasbentdouble,feetandhead

Comingtogetherinlife'spilgrimage;

Asifsomedireconstraintofpain,Orrage

Ofsicknessfeltbyhimintimeslongpast,

Amorethanhumanweightuponhisframehadcast.

(50-70)

さて,故あっての恩寵か,天上の導きか,

はたまた,何かの賜物か,はからずも

この蓼々たる地で,私がかくも
あらが

胸ふたぐ思いと抗っていると,

天の光にさらされた沼のほとりで,
ま

不意に一人の男が目のあたりに見えた,

およそ白髪を頂く老いの極みの老人だった。

●●●

そのようにこの老人は見えた,老いの極みに,

しかと生けるでも死せるでもなく,はた眠れるでもなく。
ふナニえ

今生の旅に五体は二重に曲がり,

頭と足とが寄り合わさっている。
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まるで,遠い昔に受けた苦しみの呪縛か,

すさまじい病魔が,人の身には耐えがたい

重荷を彼の身の上に科したかのように。

Wordsworthが「私の心眼には,この老人が蓼々たる荒野をただ独り黙々と

さまよいつづけるのが見えるように思えた」(Inmymind'seyeIseemedto

Seehimpace/Aboutthewearymoorscontinually/Wanderingaboutaloneand

Silently.129-131)と言うこのヒル採りの老人は,『旅ゆく老人』(OldMdn

の肌融肋軌OrA〝刑αJT施乃〝iJ砂α乃dββα拶)や『カソノミーランドの老乞食』

(丁場eOJdC〟肌ゐgr血刀dβ脚γ),さらには,『序曲』第七巻のロンドンの雑踏の

情景で語られる「盲目の乞食…‥その身じろぎもせぬ男の姿を,私はあの世か

らの諭しのように思いつつ,見つめた」(ablindBeggar…Ontheshapeofthat

unmovingman/…Ilooked,/Asifadmonishedfromanotherworld.608-623)

というあの盲目の乞食などと共に,Wordsworthの詩に現れる数ある天啓的な

人間像の一つであることはいうまでもない。

なお"unawares"には,もう一つWordsworthゆかりの情景がある。外なら

ぬColeridgeの『老水夫行』(771eRimedtheAncien几briner)の一節である。

周知の筋書きではあるが,手短に言うと,南氷洋に漂流した若き日の老水夫
あはうどり

が,水夫たちになついた信天翁を由われなく撃ち殺したために,南極の霊の復

讐に遭い赤道帯の炎暑の海で二百人の同輩が甲板に倒れ死んだあとも,自分だ

けは死ねず,波間を泳ぐ海蛇たちを呪わずにはおれないという,霊的にも,肉

体的にも「死中の生」(life-in-death)の状態にあったのが,ある月夜に恩寵の

働きでその忌まわしい生き物たちを「不意に,われ知らず」祝福し,呪いが解

けて,救いと償いが始まる全編の最頂点であり,最大の転換点である。なお,

ここでは``S"のない形の"unaware"である。
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Ohappylivingthings!notongue

Theirbeautymightdeclare:

Aspringoflovegushedfrommyheart

AndIbless'dthemunaware!

Suremykindsainttookpityonme,

AndIbless'dthemunaware.

TheselfsamemomentIcouldpray;

Andfrommynecksofree

TheAlbatrossfello伍andsank

Likeleadintothesea.

(282-291)

おお,幸いなる生き物たちよ!

何びともその美しきを明かしは得まい。
ほと

愛の泉がわが心より噴はしり,不意に

われ知らず我は彼らを祝福せり!

慈悲ぶかい聖者が我を哀れみ給い,

われ知らず我は彼らを祝福せり!

たちまちに,我は祈るを得る,

と,わが首からするりと
あはうどり

信天翁はほどけ落ちて,

鉛のごとく海に沈めり。

この結びの「鉛のごとく海に沈めり」という情景に『出エジプト記』(励-

0血,15:10)の余韻が聞かれることは周知のことであるが,こうして,呪い

の徴に老水夫の首に懸けられていた都議の死体は海にほどけ落ちるのである。
しるL

あほうどり

Wordsworthは信天翁殺しの筋書きを助言したり,幾カ所かの詩行を提供した

りしてAncientMarinerには深く関わっていたのであるが,④"umaWareS"とい

う言葉は山蕗融励血ぬ第二版において,両詩人がほぼ同時期に書いた長短の
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詩の啓示的な分脈で相並ぶわけである。ColeridgeはBiQgrqPhiaLiieraria:14

章の冒頭でわ血J励J血血の意図について,一彼自身は超自然的事象を通し

て,一方Wordsworthは日常の事象を通して,自然と人間性の真実を写し出

すことを目指す-という趣旨を述べているが,⑤この"unawares''もその趣旨

をそれぞれの分脈で体現している。そういう意味で,少年の驚きの衝撃はささ

やかであるだけ一層,啓示の超日常性を合意することになるのである。

また,自注にある「心もとない懸念」というのは,Coleridgeが称賛した二

行の中の"uncertain"と,"Whilehehung/Listening''の"hung"という言葉に

主として現れている。"unCertain''ほ「定かならぬ空」を指すのであるが,そ

れも黄昏の湖面に映るから「おぼろで心もとない」のか,あるいは,黄昏でも

湖面が``steady''であり,また普通に水面をいう場合は"onthebosom'',ある

いはせいぜい"inthebosom''なのが,ここでは"intothebosom"とあるのだ

から,空の深みもきれいに映っているとすると,雲行きが定かならぬ「定めな

き空」を指すのか,微妙である。どちらかといえば,後者の意味にとりたいの

であるが,いずれにしても,空が``sky''でなくて"heaven"とあることも考え

合わせると,それは同時に外なる宇宙が少年の悪意を越えた測り知れない世界

であることの予感と不安をも暗に反映していると思われる。しかも,その「定

かならぬ天空」を,その深さごと,懐ふかく受け入れる湖が「平静」であると

いうのは,自注に言う「荘厳な心静まる自然のイメジ」の一端として「静穏で

奥深い受容の心」,即ち同じtyri誠励Jkゐの励如血血お肌撒‖軸心に言う

"awiSepassiveness"をも暗に示唆していることにもなろう。なお,ここでは

"heart"と"mind"ほ意味が一つに重なり合い,そこにさらに湖が心の暗喩と

して重なっていると考えられる。湖水が心の暗喩となるのほ,『序曲』第四巻

(24ト261)でボートの縁から水中を覗き込む情景にもあり,また,"heaがと

"mind''と湖水とが,もう少し屈折した形で重なり合うのは,『序曲』第二巻

(170-180)でフルートの得意な少年を潮の島に置き去りにした後の情景にも見
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られる。

つぎに"hung''については,『序曲』第一巻で鳥の巣取りの少年が「断崖の

頂き近く,一握りの草をつかみ,烈風にもたげられるようにしてぶら下がった

とき」の情景が想起される。

Oh!whenIhavehung

Abovetheraven'snest,byknotsofgrass

Andhalf-inchfissuresintheslipperyrock

Butillsustain'd,andalmost,aSitseem'd,

Suspendedbytheblastwhichblewamain,

Shoulderingthenakedcrag;Oh!atthattime,

WhileontheperilousridgeIhungalone,

Withwhatstrangeutterancedidthelouddrywind

Blowthroughmyears!theskyseem'dnotasky

O董earth,andwithwhatmotionmoV'dtheclouds!

(341-350)

ぁぁ,あの断崖の轟違えの草の塊と

滑りやすい岩肌のわずかな裂け目に,かろうじて

つかまって,したたかに吹きまくる烈風に,ほとんど

もたげられるかの思いで,裸の岩を肩で担うように,

鳥の巣の上に危うくぶら下がったとき,

おお,あの危うい断崖にただ独りぶら下がったとき,

何という不思議な言葉を発しつつ,

喋々と唸る乾いた風が私の耳を吹きぬけたことか,

空はこの地上の常の空とは思えず,また,

雲々はなんという雲行きを見せたことか。

ここでは,物理的な危機が,同時に,内面的な緊迫とそれに伴う超日常的な

知覚・認識状況を想像させる。ChristopherRicksも指摘するように"askyof

earth"の"earth''が「地球,此の世」(theearth,OrEarth)とも四大元の一つ
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としての「土,大地」(earth)ともとれる多義性のゆえに,少年の内面体験の

超日常性がよりいっそう暗示されることになる。⑥一方,指笛の少年の"huIlg"

は,よく指摘されるように普通の詩人なら"stood"と言うところであろうし,

物理的な意味では「じいっと動かないでいる」(remainwithoutmotion)とい

う語義(OED)が,ほぼ当てはまる唯一のものであるが,それでは覆いきれな

い内面的な含みがあるのが感じられる。Wordsworthは1815年版『二巻詩集』

の序文で,∬加gエゼαγ(IV.vi)におけるドーヴァー断崖の浜セリ採りの情景描

写や,月Zmd如上0∫≠(II.636-643)における混沌界の深淵を飛翔して新世界を探

るサタンの情景描写,に見える"hang"の例をあげて,"Imagination''による

把握が必要だと説いているが,⑦そのことは,無論,上にみたWordsworth自

身の二例についても言えるであろう。指笛の少年の場合,それを「時間の一時

停止」と取る批評家もあるが,むしろ逆に,時間が強く意識されるのではない

か,とも思われる。⑧最近では,PauldeManが「あたかも,鳥たちと少年の

意識とを結ぶ応答という堅固な地盤(solidground)が足元から抜け落ち,少年

は天地の間に宙吊りになったかのようだ」という洞察的な解釈をしている。そ

して,これはdeMan一人ではないが,この〟hung〝がこの詩の結びの「丘の

斜面に懸かる(hang)教会の墓地」と呼応して「少年の死の予感」を暗示して

いる,と解する批評家も少なくない。⑨いずれにしても,それが"unceartain''

と照応して,自注でいう「心もとない懸念」を含意していることは否定できな

いであろう。

ところで,自注で「内なる情感が外なる事象と呼応して……」といい,また

「想像力の此の世ならぬ土壌に不滅に・…‥」ということからさらに思い出され

る言葉が一,二ある。一つは1802年版の上ルナ血J月αJ血ゐの序文の一節で,「ア

リストテレスによれば,詩はあらゆる書き物のなかで最も哲学的なものだとい

う。その通りである。詩の目指すものは真実であり,その真実は個別的,局部

的なものではなくて,普遍的で生動するものであり,外的な証言に立脚するの
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ではなくて,情熱によって生きたまま心の中に運び込まれた真実である……詩

は人間と自然のイメジである」という言葉である。

Aristotle,Ihavebeentold,hathsaidthatPoetryisthemostphilosophicofal1

Writing:itisso:itsobjectistruth,nOtindividualandlocal,butgeneral,and

Operative;nOtStandinguponexternaltestimony,butcarriedaliveintotheheartby

passion...Poetryistheimageofmanandnature.⑬

自注の情感(feelings)は強まれば情熱(passion)に成るであろうし,真実は人

の心に不滅に植えこまれるものであろう。そして"truthcarriedaliveintothe

heart"というのは,この詩そのものの情景を指すものでもある。

いまひとつは,『序曲』第二巻で,幼児の心の成長について語る一節である。

Forfeelinghastohimimpartedstrength,

Andpowerfulinallsentimentsofgrief,

Ofexultation,fear,andjoy,hismind,

Evenasanagentoftheonegreatmind,

Creates,CreatOrandreceiverboth,

Workingbutinal1iancewiththeworks

Whichitbeholds.-Such,Verily,isthe丘rst

Poeticspiritofourhumanlife;

(269-276)

なぜなら,情感が幼な子に力を分かち与え,

彼の精神は,悲しみ,有頂天,怖れ,喜び,

そうしたあらゆる情感を力強く感じつつ,

まさしく唯一の偉大な精神の代行者として創造する,

創造者であり,同時に,受容者であり,
わぎ

それが見まもる自然の業と力を合わせて,

はじめてその業を成しとげる。まことに,
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はつ

これこそ人生初の詩精神の芽生えなのだ。

我々の感知・認識作用は,精神が情感の光を通して,半ばは感受し,半ばは

創造するものだというのであるが,同じ想念は周知のように77乃お川A紬の

(1798)の詩行でも「眼と耳が半ばは創造し,半ばは感知するもの」(what

theyhalfcreate,/Andwhatperceive,106-107)という言い方で語られている。

ところで,上の『序曲』の``asanagentofonegreatmind"について,M.

H.Abrams氏など三者共編のText(1980)の注釈では,「このようにして,幼

児の精神は単に神の精神の代行者であるばかりでなく,その創造性において

は,神の精神の写し(re且ection)なのだ」と述べている。⑪とすると,上の一節

は,Wordsworthのより汎神論的な神とColeridgeのより正統的な神の観念の

相違を別とすれば,月毎四秒短信玩物Ⅵ壷:13軍の結びの「想像力」に関する周

知の定義「無限なる存在,神,の永遠の創造行為が,有限な精神において反復

されるもの(repetition)だ」という考え方に近いことになろう。⑫いずれにして

も,先の自注で「此の世ならぬ土壌に不滅のものとして植え付ける」というの

も,このような思想の背景があっての意味だと思われる。

Wordsworthの自注に劣らず優れた注解を残したのはDeQuinceyである。

DeQuinceyが湖畔地方に住んでWordsworth一家やColeridgeと親しくする

のは1807年から1813年頃までで,Wordworthが40才前後の数年問のことであ

り,またDeQuinceyの『湖畔詩人の思い出』(ReminiscencesqftheEnglish

LakeDフeis)のWordsworthに関する文章が書かれるのはその20数年後の1838

年頃である。その中でDeQuinceyはこう語っている。

スペインの半島戦争の危磯がせまる1808年頃,Wordsworth38才前後のこと

であるが,ColeridgeがLondonから取り寄せていたCourierという新聞を待

ちかねて,深夜WordsworthとDeQuincey二人で峠まで駅馬車を迎えにゆき,

Wordsworthは地面に耳をつけて長いあいだ聞いていた後,諦めて目をあげ,
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暫くして言うには「注意を集中していた耳が突然その緊張から解放され始めた

瞬間に,暗い稜線の上高くかかる星がふいに私の眼に入り,他の状況ではあり

えないことだが,私の認識・受容能力の全域(capacityofapprehension)に無

限なるものの情感をしみわたらせた」といって,さらに指笛の少年の詩を例証

としてあげたというのである。

DeQuinceyはまた,彼自身も幾度か類似の啓示体験があったことをWords-

WOrthと語り合い,共感し合ったと述べているが,さらに指笛の少年の詩に言

及して,「Wordsworth自身はとくにことわってはいないが,人間の心と,そ

れが自然の崇高な光景を反響し続けうる受容能力(heartanditscapacities)と

に,無限の空間(spaceanditsinfinitude)が内在することを言わんとするこの

"far"という表現こそ,私にはいつも高遠な啓示の光のように感じられるのだ」

と述べている。⑬

このように,この詩の``carriedfarintohisheart",また序文の"truthcar-

riedaliveintotheheartbypassion",さらに自注の「荘厳で心静まるイメpジ」

などを重ね合わせて考えると,Wordsworthが指笛の詩とほぼ同時期に詩人の

理念を託して書いたAも¢待耳か坤カの一節の「自らの心を観想しそこに憩う

静かなる眼の収穫」という詩行の含蓄を多少とも推し測れるのではなかろう

か。

Incommonthingsthatrounduslie

Somerandomtruthshecanimpart,-

TheharveStOfaquieteye

Thatbroodsandsleepsonhisownheart.

(49-52)

有りふれた事物にひそむ折ふしの

真実を彼は分かち伝えることができる,一
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おのが心を観想しそこに眠る

静かなる眼の収穫を。

なおこの「静かなる限」は乃乃ねγ柁A抽ので「調和の力と喜びの深い力によ
なご

り心和んだ眼をもちて,我らは事物の生命を見通すのだ」(Whilewithaneye

madequietbythepower/Ofharmony,andthedeeppowerofjoy,/Weseeinto
なご

thelifeofthings.47-49)の「心和んだ限」に通ずるものであろう。

Ⅱ

この詩はその啓示体験の過食を主として語っているので,それを自注とDe
ヽヽ

Quinceyの評釈に即して見てきたのであるが,Wordsworthが同様な体験を別

の相から語る詩節を一,二見てみよう。一つは『序曲』第二巻で早朝散策の折

りに,眼前の世界が心の内部の眺望のように見えたという一節である。

Andbeforethevernalthrush

Wasaudible,amOngthehillsIsate

Alone,upOnSOmejuttingeminence

Atthe丘rsthourofmorning,WhentheVale

Layquietinanuttersolitude.

Iiowshal1Itracethehistory,Whereseek

TheoriginofwhatIthenhavefelt?

Oftinthosemomentssuchaholycalm

Didoverspreadmysoul,thatIforgot

ThatIhadbodilyeyes,andwhatIsaw

Appear'dlikesomethinginmyself,adream,

Aprospectinmymind.

(36ト371)
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春ツグミの声もひびかぬ朝まだき,

山あいの小高い頂にただ独り

私は腰をおろした。谷あいは

まったくひっそりと静かだった。

そのとき私の感知したものの由来を
と

いかに辿り,その根源を何処に求めゆけば

よいのだろう。そうした折りにしばしば

聖なる静穏が私の魂をおおいつつみ,

私は肉眼のあることも忘れ,

眼に見える事物は私の内に在るもの,

夢か,心の中に広がる眺望,

のように思われた。

15

ここでは,類似の体験の,過程よりは状態が,より原体験の心に近い素朴な

観点から語られている。「私の中に在るもののように」と言うのは血刑0γね砂

0(お第九連の周知の一節につながる想念である。この0血の後半は,前半か

ら数年たった1804年以後に書かれたことが分かっているから,指笛の詩より5

年以上後になるのであるが,眼前の「事物が落ちてゆき,消えてゆくこと,真

に把握できない世界を動きまわる生き物の莫然たる不安」という幼少体験にこ

そ,感謝の歌を捧げるという一節である。

NotfortheseIraise

Thesongofthanksandpraise;

ButforthoseobstinatequestionlngS

Ofsenseandoutwardthings,

Fallingsfromus,Vanishings;

BlankmisgivlngSOfaCreature

Movingaboutinworldsnotrealised.

(140-146)
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これら(幼き日々の喜びや自由)のために,

感謝の賛歌を捧げようというのではない。

むしろ,感覚や外界の事物にまつわる

あの頃のあの執拗な問いかけにこそ,

事物が我らより落ちゆくこと,消えゆくことにこそ,
し

確かと把握できない世界をさまよい歩く

生き物の莫然たる不安にこそ,捧げたいのだ。

この一節についてWordsworthはFenwick女史へのよく知られた自注でこ

う語っている。「私は外界の事物が自分の外に存在するものだと考えることが

出来なくて,見るものすべてが私の霊的本性(immaterialnature)に内在するも

のとして心を通わせた。通学の道すがら,この観念性の深みから目覚めるため

に,私はしばしば手で壁や木を掴んでみたほどである」というのである。ま

た,別の知人には,「私の心(mind)以外のあらゆる事物が思惟(thought)の中

へと落ちてゆき,消えていった」とも語っている。⑱

こうした体験は,常識的にいえば,思惟・観念が並外れて強すぎる上に,

Wordsworth自身が77nternAbbαの詩行で「眼と耳の強大な世界」(the

mightyworld!Ofeye,andear,105-106)と言っているように,視覚や感覚も並

外れて強かったからでもあろう。が,本質的にいえば,事物が見えるというの

はどういうことか,眼に見える事物がそこに在り,それを見る主体がここに在

るというのはどういうことか,という問題,即ち,知覚の神秘,認識の神秘,

ひいては存在の神秘にかかわる体験である。そして,Wordsworthは上の一節

のすぐ後で,こうした体験こそ「我らの生涯にわたる光の泉,我らの観照を司

る光」(thefountainlightofallourday!...amasterlightofallourseeing,152-

153)であり,「高速な直観」(highinstincts,147)であるという。

DeSelincourtを助けて0Ⅹford版の良いWordsworth全詩集を編んだHelen

Darbishireは,先の『序曲』第二巻の「心の中の眺望」の一節について,17世
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紀中葉の詩人ThomasTraherne(1636-1674)の代表作の一つ砂StIiritを読

むことを勧めている。⑮Traherneはこの詩で,「私の存在の本質は受容能力で

あり」(MyEssencewasCapacity.8),「それ自身の中心に円やかな全領域があ

る」(Inits。WnC。ntreisaSph。re.16)といい,「眼前の自然万象が節,魂の内

に在り,喜ばしい実体として心に満ちわたる」という。

AnObject,ifitwerebefore

MineEy,WaSbyDameNature'sLaw

WithinmySoul:HerStore

Wasallatoncewithinme;allherTreasures

WeremyimmediatandinternalPleasures,

SubstantialJoys,WhichdidinformmyMind.

事物は,たまたま眼前にあると,
のり

大自然の法則のままに,

わが魂の内に在った。森羅万象は,
そく

そっくり即,わが心の内に在って,
じか

宝なす万象はわが心に直に触れる喜び,

わが心に充ちわたる喜ばしい実体だった。

(37-42)

ここのNatureは"ministerofGod"としての「自然」であろうが,0Ⅹford

版のTraherne詩集の編者Margoliousも指摘するように,⑯Traherneの場合

も,上のような幼児体験が回想を通して追認され,生涯にわたる観照の光とな

っていくのである。このほか,詩においてだけではなくて,百篇ずつの短い瞑

想文を集めたものである『瞑想の幾世紀』(Cg礼物γ板目ゾ几兎成加飯川)第二集75

節の「天地,陸海の生きとし生けるものが創造主の賛美を歌う」という一節に

は,⑰『序曲』第二巻(420-434)の「大気を打ち‥‥‥陸地を走り……水中を泳

ぐ生き物たちすべてが喜びの歌をうたう」という一節に近いものがあるなど,
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少なからぬ類似点がある。Herefordの田舎の一牧師であったTraherneの草稿

がLondonで発見されたのは19世紀末のことで,Wordsworthはその存在を知

る由もなかったわけであるが,それだけに一層こうした類似性は両詩人の体験

の純正さと普遍性の証しでもある。

内と外という観点から,指笛の詩に関連して,さらに触れておきたいのは

77乃血相A的畔のあの古典的な一節である。

AndIhavefelt

Apresencethatdisturbsmewiththejoy

Ofelevatedthoughts;aSenSeSublime

Ofsomethingfarmoredeeplyinterfused,

WhosedwellingisthelightofsettingsunS,

Andtheroundoceanandthelivingair,

Andthebluesky,andinthemindofman:

Amotionandaspirit,thatimpels

Al1thinkingthings,allobjectsofallthought,

Androllsthroughal1things.

(93-102)

そして,私は感知したのだ,

気高き思いの喜びで私の心をたちさやがせる

ある存在を。いと遥かに深く遍ねく

浸み透って在るもの-その住まう処,

日ごと日ごとの夕日であり,円やかな大海原であり,

生きてそよぐ大気であり,青く澄みわたる大空であり,そして

人間の心の内にも住まうもの-の荘厳な気配を感知したのだ。

思惟するものすべて,思惟の対象たるものすべてを

生動させ,万象をつらぬいて巡りわたる

在るそよぎ,ある霊気を。

``And"を積み重ねつつ静かに高まりゆく調べが描き出す情景を,JohnJones



悪意の空間と摂理の空間(その六) 19

は「心を奪い取られるような光景」と評しているが,⑲ここでは,耳目と心が

「半ばは創造し,半ばは感受した」万象が,Wordsworth独特の存在感をもっ

てそこに在るのが感じられる。「沈みゆく夕日」が"suns"になっているのも,

日々の情感に色どられた夕日を言うのであろうが,こうした情景は,

Traherneの詩の風景が,みずみずしい情感に洗われてはいても,どちらかと

いえば,"Metaphysicalpoets"の特性の一端として,捨象的な傾向を見せるの

とは対照的である。
す五か

ところで,「万象に遥かに深く遍在するもの」「ある霊」の「住処」が

"light,OCean,air,Sky''の場合は直接に"whosedwellingistheroundocean''と

いう形で結ばれているのにたいして,"inthemindofman''の場合だけは"in"

が付くことには,無論,韻律上の必要もあろうが,それだけではない要素があ

るように思われる。これに目を留める人も二,三あり,DonaldDavieは``is

thelightof"などの場合は「……でできた住まい」(builtof)であり,"inthe

mindofman''の場合は「……に備え付けの住まい」(builtin)である,と言っ

ている。⑲また,ChristopherRicksは"in''とあると,「人間の心が最も暗く,

最も深い大陸(thedarkest,thedeepestofcontinents)であるかのようだ」と評

した上で,あのDeQuinceyの「人の心の無限の空間」に言及している。⑳この

"continent"というのは「収める(contain)容器」という古義,即ち,Aniony

α乃dC物卸如(IV.14:40)でも「心よ,こたびこそ,お前の器(たる肉体)よ

りも強かれ」(Heart,OnCebestrongerthanthycontinent.)という文脈で用い

られている古義を踏まえてのことであろうし,「暗く深い」というのはWords-

worthが『序曲』第三巻(540),十三巻(71)などで一,二度使っている

``under-SOul","under-preSenCe",即ちDeSelincourtが「現代なら"thesub-

COnSCiousself"と呼ばれるもの」と評した想念を念頭においてのことと思われ

る。㊧なお両者とも韻律の点には触れていない。
すえか

"Under-preSenCe"はおくとしても,「光,海,大気,空を住処とする霊的存
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在」が,さらに「人の心の中に住まう」ということは,単なる並列だけではな
すみか

くて,その霊的存在が宇宙万象という住処ごとそっくり人の心の中に住まうと

いう構図を極めて暗暗裡にではあるが想像させる。あの早朝散策の少年が

"holycalm"に包まれると同時に外なる光景が内なる眺望と思われたのと同じ

様に,万象と人の心とが,霊的存在を媒体にして,互いに包み包まれる関係に

なり,そこには,『ヨハネ伝』(10:38;17:21,etc.)に幾度か見える「父よ,

あなたが私の中に在られ,私があなたの中に在りますように」(Asthou,

Father,artinme,andIinthee...)という想念の余韻が聞き取れるようにも思

われる。そしてこの静的な様態を,動的な相において捉えたのが上の一節の結

びの数行である。

「思惟するもの全て,思惟の対象たるもの全てを生動させ,万象を貫いて巡

りわたる,あるそよぎ,ある霊」という詩行の"thinkingthings,...Ofal1

thought"が頭韻を踏んでいることは別としても,それが"seeingthings"や

"ofallsight"ではなくて「思惟」であるのは,さきに触れた自注の「外なる事

物が思惟(thought)の中へと落ちゆき,消えていった」という言葉の示唆する

観想(contemplation)の世界を想起させ,ここでも,外なる万象と内なる思惟

とが霊のそよぎを媒体に重なり合っているのである。

『序曲』第十一巻(337)にもあるように,あの早朝散策の時のような夢・幻

的な霊交体験は30代半ばのWordsworthには折々の"glimpses''としてしか訪

れなかったと言うが,自注やDeQuinceyの回想にもある通り,そうした幼少

期の霊交体験を想像力の土壌に宿すWordsworthの詩精神が,それに培われ

て,指笛の詩におけるような感受性を中年期にいたっても持ち続けていたこと

は,例えば1806年作のCo〝ゆ0ged虜G加即雛雅の一節,

LoudistheVale:-thisinlandDepth

InpeaceisroanngliketheSea;
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Yonstaruponthemountain-tOp

Islistenlngquietly.

(5-8)

とよ

清々と谷あいは響もす一ここ内陸深い谷は

平穏につつまれて海のように轟いている。

山のかなたの空遠き星は,

ひっそりと聞き入っている。

21

あるいは,1807年作の『ブルーム城祝典歌』(50曙αf娩β只αS〆βγ0〟gα椚

Cα∫地)の結びに近い一節,

Lovehadhefoundinhutswherepoormenlie;

Hisdailyteachershadbeenwoodsandrills,

Thesilencethatisinthestarrysky,

Thesleepthatisamongthelonelyhills.

(16ト164)

貧しい人々の培たう伏せ屋に,彼は愛を兄いだし,

日ごと日ごとの彼の師は森や小川,

はた,星空にあまねく沈黙,

ひそやかな山あいにただよう安らぎ。

などにも見られる。始めの詩は知人であった湖畔地方の親しい政治家C.J.

Foxの危篤の知らせを受けて書かれたもので,嵐の後の水かさを増した谷あい

の情景から始まるのであるが,"depth"という一語が内陸と渓谷の深さのみな

らず,外海の深さをも暗示しているように思われ,わずか4行のなかに,内陸

深い渓谷の安らぎを貫く川音,底知れぬ外海の轟き,遥かな夕空の静寂に包ま

れた星,などが一体となって照応し合っている。特に山頂の彼方の星の姿は,
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数年後DeQuinceyが見聞するあの峠での情景そのもののようである。またこ

の詩の結びの,

Butwhenthegreatandgooddepart

Whatisitmorethanthis-

ThatMan,WhoisfromGodsentforth,

DoethyetagaintoGodreturn?-

Suchebbandflowmusteverbe,

Thenwhereforeshouldwemourn?

(19-24)

だが,偉大な善き人々が身まかるとも,

そはひっきょう,このことに尽きようか一

人は,神から送り出されたのであれば,

いまふたたび神のもとに帰るもの-
うしお

そうした潮の満ち引きは永遠につづこう,

ならばなぜ,嘆くことがあろう。

という詩行に見える「人は,神から送り出されたものであれは,いまいちど神

に帰るのであり,そういう潮の満ち引きは永遠に続く」という一節は,上の外

海の轟と響き合っているのである。そして,それはさらに先の血研0γねJゆ

0滋の「落ちゆくこと,消えゆくこと・‥‥・」に続く一節(162-168)の,

Henceinaseasonofcalmweather

Thoughinlandfarwebe,

OurSoulshavesightofthatimmortalsea

Whichbroughtushither,

Caninamomenttravelthither,
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AndseetheChildrensportupontheshore,

Andhearthemightywatersrollingevermore.

なご

だから,穏やかな心和む季節には,

我ら内陸遥かにあっても,
いのち

我らの魂は,今生の生命の根源たる

あの不滅の海を目撃し

一瞬にしてそこに到り,

幼な子たちがその浜辺に遊ぶを目にし,

強大な海が永遠に轟くのを耳にするのだ。

23

という詩行の「不滅の海・‥…の永遠の轟き」を想起させるのである。

そして,このように見ると,指笛の少年の墓前にたたずむ詩人の想いは,様

々に解されてはいるが,少年の魂とその内なる無限の空間の帰一する行方,即

ち早朝散策の詩行でいう「出自根源」(whatorigin)に対する想いではなかっ

たかと考えられるのである。

後の祝典歌は,バラ戦争の余波で領地を奪われたLancasterのCliffbrd卿が

20数年にわたり羊飼いとして山野に暮した後,Henry7世の即位(1485)に

より復権し,Cumberlandのブルーム城など幾つかのゆかりの古城を修復した

という故事を踏まえた詩である。ここの「星空にあまねく沈黙」は上の詩の

"Yonstar…/Islisteningquietly''の静けさに通ずるものであろうし,結びの

一行の「ひそやかな山あいにある安らぎ」は先の早朝散策の情景の"holy

Calm"を想起させる。Darbishire女史は結びの一行について,「普通の詩人な

ら"thesleepthatis''とは言わないで``thepeacethatlies"と言ったであろう

が,それでも`goodpoetry'であっただろう」と評している。⑳ちなみに,

Wordsworthはいわゆる「存在の"is''」を彼独特の的確で含蓄に富む文脈で用

いることにかけても卓越していて,それが彼の詩想の深さと詩的感性の鋭さの

一つの証でもあることは,しばしば指摘されることであるが,上の結びの二行
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の``is'',とくに後の"is",はその好個の例であろう。これらの詩行の「星空に

あまねく静寂」も「ひそやかな山あいにただよう安らぎ」も,詩人の心の無限

の空間の内に在るものとして,情感を通して,そして静かなる眼と耳によって

感知されている,としか言いようのないものを感じさせずにはおかない。

Wordsworthの別の詩の言葉で言いかえるなら,それは,「思惟・観照する心」

(thephilosophicmind-ImmortaliかOde,187)が,「人間というものの奏でる静

かな,悲しみの調べ」(thestill,Sadmusicofhumanity-77niemAbbの,91)を

通して感知した「静寂」であり,「安らぎ」であり,「人間の苦しみから生まれ

る心和む思い」(thesoothingthoughtsthatspring/Outofhumansu飴ring一

九椚抑励め0庇,184-185)であるといえよう。

Ⅲ(補遺として)

上にあげたWordsworth36,7才頃のこれら二,三の詩に触れたのは,それ

が指笛の詩の結びの一節の受取り方にもつながるからである。その意味でも

DeQuinceyは大切な点に触れている。当時の一批評家Je鯨eyは,この詩の結

びで詩人が少年の墓前に仔ずむのは,少年の指笛の巧みさを偲んでのことであ

ったのか,という幾分子供じみた自問をしている。それにたいしてDe

Quinceyは,「少年とフクロウとの応答はこの詩のいわばく枕〉であり,そこ

から緊迫した懸念の状況が生じ,その懸念から,森羅万象が少年の心の内なる

無限の空間に啓示されるという情景が生じるのだ。この詩の眼目はこの最後の

情景にあり,詩人が仔ずむその思いは,その限目に関わるものであり,その内

容はこの詩自体から説き明かす外はないのだ」という主旨の論評を強調して語

っている。⑳

この詩の最初の草稿では,現在の"whilehehung...hisheart…hismind"

(18,20,22行目)がそれぞれ"whileIhung...myheart…mymind''であった
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ことから,人称の移し換えにかかわらず,この詩は一貫した内面的な自伝詩で

あるとして,少年の死は,Lucypoemsの場合にそう考えられることがあるよ

うに,詩人の内なる少年の死,即ち幼少期の自然との純朴な霊交の消滅を意味

するものだと解する批評家も,少なくない。⑳それはそれなりに説得力があり,

全面的には否定できないであろう。が,この詩にはそれだけではない要素があ

るように思われてならない。

というのは,かりに少年の死を詩人自らの内なる少年の死と解するにして

も,それは,「十才にもならないうちに」とあるように,それほど明確に時限

を提示できるものであろうか。それに,Wordsworthが,内なる少年の死を暗

示しているとするなら,それは,当然,人間に普遍的な真実として語ろうとし

ているはずであるが,それならば,その普遍的な真実は幼き死がそれを象徴す

る詩題の少年にだけ起こって,あとに残された他の少年たちには起こらないと

でも解するのだろうか。

たしかに,自注にあるとおり,この詩の題材は幼少期にあるが,その主題は
ヽヽヽヽ

幼少期を越えた,より普遍的な人間精神の不思議さにあり,そのことはDe

Quinceyの逸話が伝えるところであり,自注も示唆していることである。そし

て,Wordsworthは三十代半ばの峠での星空の体験の注釈として,この詩を援

用したのである。またDeQuinceyの指摘するとおり,仔すむ詩人の思いが,

当然のことながら,この詩の眼目の啓示体験に関わるものであるならば,それ

は,少年の内面に開示されたあの無限の空間の行方,即ち,それが少年の肉体

の死とともに何処へどうなったのか,という問いに他ならないと言えるのでは

なかろうか。それは当然の問いでありながら,普通では真に深くは問い続けら

れることのない問いであり,思いであろう。

また,幼中期の一挿話を語る語り手の詩人自らが話題の少年の墓前に仔ずむ

という枠組みの中で,語り手が話題の少年の内面をこれだけ我が事のように語

るためには,(小説の作家が登場人物の内面を自由に想像するのとは違って)
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語り手の詩人と話題の少年との内面体験が互いに共感し合い,共有し合えるも

のであるという暗黙の前提が必要となろう。それは,少年時代の詩人と話題の

少年とが共にフグロウを鳴かせては,その内面体験を語りあったことが実際に

あったかどうか,ということでは必ずしもなくて,より根源的,より普遍的な

暗黙の了解であり,前提である。Lucypoemsの中ではThneyearsshegrewin

S的日用d戚肌拙γだけが多少とも乙女の内面に立ち入る,というよりは,わずか

に触れているように思える点がなくはない。例えば,「せせらぎの調べの生む
かんほせ

美しさほ,彼女の顔に移りゆき……生き生きとした喜びの情感は彼女の姿態を

堂々と丈高く育て上げよう……」という一節(25-36)もそうである。

"Thestarsofmidnightshallbedear

Toher;andsheshal11eanherear

Inmanyasecretplace

Whererivuletsdancetheirwaywardround,

Andbeautybornofmurmuringsound

Shallpassintoherface.

"Andvitalfeelingsofdelight

Shallrearherformtostatelyheight,

Hervlrginbosomswell;

SuchthoughtstoLucyIwillgive

WhilesheandItogetherlive

Hereinthishappydell."

いとこお

「深き夜の星々を彼女は愛しみ,

おちこちのひそやかな野辺に

思うさ流れる小川のほとりで,

彼女はそうっと耳を傾ける-と,

せせらぎの調べの生む美しさは
かんはせ

彼女の顔に移りゆくのだ。
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「生き生きとした喜びの情感は

彼女の姿態を堂々と丈高く生い立たせ,
むなぢ

乙女の胸乳は膨らみゆく。

かかる思いを私は彼女に授けよう,

ここ幸せな谷あいに彼女と私が

共々に住まうあいだに。」

27

しかし,ここでは上の詩行の直後にあるように「かく自然は語りぬ」(Thus

Naturespake.)という叙述法をとっているので,この指笛の少年の詩とは少し

事情がちがうのである。Wordsworthは,さりげない叙景においてはいうまで

もなく,神秘体験を語るときも,暗喩的,象徴的である一方で,ぎりぎりのと

ころまでは極めて論理的であり,理屈っぽくすらあるのだが,そのWords-

worthが人称の移し替えからくる上のような含蓄の推移に気付かないはずはな

いと思われる。

このように見ると,仔ずむ詩人の思いの中には,少年の心の無限の空間の行

方・帰趨にたいする思いと共に,そういう啓示体験の共感・共有を可能ならし

める根源的存在者にたいする思いが,重なり合って,あったのではないかと考

えられる。それは行方・帰一であると同時に出自・源泉であるという意味で一

つことだといってもよいであろう。即ち,先にみた『序曲』第二巻の「唯一の

偉大な精神の代行者」というその「唯一の偉大な精神」,あるいは77形ねγ形Aか
すみか

みので「より遥かに深く遍在し……万象を住処として,人の心の中にも住まう

老」,「思惟するものすべて,思惟の対照たるものすべてを生動させる霊」とい

うその霊的存在にたいする思いである。

Wordsworthには,個々の人間の心が自我の殻を越えたものであるという思

いが絶えずあって,それは一方では,上のような詩行はもとより,先にふれた

"under-preSenCe"や"under-SOul"という想念にも現われているが,他方では

より日常的な表現で語られることもしばしばある。それは例えば,指笛の詩と
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同じ頃に書かれた丁場gOJdC〝研おγ血乃月塔形γで,村を俳回する老乞食が貧し

い人たちからささやかな恵みを受け取ることによって,逆に施すことの喜びを

彼らに与えていると語る一節(147-153)にも,「我らはなべて一つ人間の心を

持ち合わせている」という素朴なかたちで現れている。

N0-manisdeartoman;thepoorestpoor

Longforsomemomentsinawearylife

Whentheycanknowandfeelthattheyhavebeen,

Themselves,thefathersandthedealers-Out

Ofsomesmallblessings;havebeenkindtosuch

Asneededkindness,forthissinglecause,

Thatwehaveallofusonehumanheart.

いとお

いや一人は人に愛しいもの。極貧の人々も

倦み疲れた生涯で,時には自分たちすらも

ささやかな恵みの親であり分かち手であったと,そう,

優しさに飢えている人たちに優しくしたことがあったと,

心から思える折々を待ち望んでいる,それも,

我らはなべて一つ人間の心を持ち合わせている,

というただ一つの故にこそ。

そして,先に見た九棚矧血清か0血(1804)の「我らの生命の根源たる不滅の

海」や,上わ桝の扉G九倒那花(1806)の結びにみえる「人の生命がそこから出て

は,そこに帰る神(という永遠の海)の潮の満ち引き」という詩行では,その

想念がしだいに信仰の色合いをおびてきているのが,みとめられる。

さらに,10数年後の『ダドン河ソネット連作』の結びの一篇(34番)丁場e

月血蠍r上物d五朋.・4極れ伽明朗(1818-1820)では,いっそう正統に近い文脈の中

で「我らは自らが知る以上に大いなることを感じとれるならば,心足りるのだ」

という形で現れるのである。
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IthoughtofThee,mypartnerandmyguide,

Asbeingpastaway.-Ⅴainsympathies!

For,backward,Duddon!asIcastmyeyes,

Iseewhatwas,andis,andwi11abide;

StillglidestheStream,andshallforeverglide;

TheFormremains,theFunCtionneverdies;

Whilewe,thebrave,themighty,andthewise,

WeMen,Whoinourmornofyouthde丘ed

Theelements,muStVanish;-beitso!

Enough,ifsomethingfromourhandshaVepower

Tolive,andact,andservethefuturehour;

Andif,aStOWardthesilenttombwego,

Throughlove,throughhope,andfaith'stranscendentdower,

Wefeelthatwearegreaterthanweknow.

ダドソの流れよ,わが道連れ,わが導き手のそなたを,

はや過ぎ去りしものと私は思っていた。-が,空しい思い入れだ!

なぜなら,振り返り見ると,私には見えるのだ,

かつて在り,現に在り,なおも在りつづけるものが。
な

今も汝が流れはながれ,永久に流れゆくだろう。

「形相」は在りつづけ,「営み」は死に絶えることはない。

我ら,勇気ある者,力ある者,知恵ある者,

我ら人間というもの,その若き日には天地火水を

ものとも思わなかった我らは,滅びゆくほかはない。一さもあらはあれ!
1っざ

もし我らの業から何かが生き残り,活動し,

未来に役立つ力があるならば,また,韻妾の墓場に向いつつも,

愛と,希望と,信仰のもたらす超験的な恵みとを通して,

我らは自らが知る以上に大いなることを

感じとれるならば,それで心足りるのだ。
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前半ではむしろアリストテレス的な想念の片鱗が見えるのであるが,結びの

一節の"love,...hope,and...faith'S..."は,言うまでもなく,正統信仰の三つ
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の"cardinalvirtues"である。このように見ると,指笛の少年の墓前に仔ずむ

幼少期の詩人の思いも,こうした想念の推移の途上での一様相であったと推測

されるのである。(つづく)

(本稿は1991年11月2日京大英文学会における口頭発表「内と外と無限の空

間-丁場βγど紗α∫α月砂をめぐって-」に加筆したものである。)
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